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令和 6年 8月吉日

主 催 公 益 社 団 法 人 全 日 本 断 酒 連 盟
理事長 伊藤聰

協賛近畿ブロック協議会
ブ ロ ッ ク 長 栗 山 一 郎

運営一般社団法人大阪府断酒会
代 表 理 事 松 井 直 樹

近畿ブロック断酒学校運営委員長
水 野 和 幸

第 2 6回 近畿ブロック断酒学校開校のご案内

拝啓厳しい暑さが続いておりますが、皆様方には益々ご清栄のこととお慶

び申し上げます。

さて、昨年『第25回近畿ブロック断酒学校」を開校し､お蔭様で好評を博し
ました。 これも皆様のご協力ご支援によるものと深く感謝致します。
本年も『第26回近畿ブロック断酒学校』を昨年と同じ場所で開校いたしま

すので、何かとご多用の事とは存じますが、お誘い合わせの上多数ご参加くだ
さいますようご案内いたします。
会場（大阪府立少年自然の家）は、大自然に恵まれた山並みの中腹にあり、
宿泊施設等も完備しております。多くの仲間と一緒に研修し切瑳琢磨してい
くのに相応しい環境の中で、断酒実践の喜びを共にしたいと願っております。
ご来校の程をお待ちしております。
近畿ブロック断酒学校の特色の一つに時代の流れに対応した多彩な分科会を
予定いたしております。多様な立場の方々が体験談を通じて悩みや回復につい
て分かち合うことができる場であります。ぜひ、そういったお立場の方々のご
参加をもお待ちいたしております。
なお、関係機関の方々にはご多忙とは存じますが、お繰り合わせの上是非ご
参加をいただき、ご指導ご助言など賜りますようお願い申し上げます。

敬具
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日 時

会 場

令和6年11月15日 （金）13:00開校
令和6年11月17日 （日)  12:00閉校
大阪府立少年自然の家
T 5 9 7 - 0 1 2 0 大阪府貝塚市木積字秋山長尾 3 3 5 0
T E L O 7 2 − 4 7 8 - 8 3 3 1・ F A X O 7 2 - 4 7 8 - 8 3 3 5

入 校 費 本人13，000円（2泊3日7食:17日・19日昼食を含む）
家族 1 1． 0 0 0円

申 込 締 切 10月25日（参加者名簿.参加費振込共）
準備の都合がありますので、10月25日(必着)までに、同封の参加者名を
ご送付下さい。また同封郵便振込にてご送金をお願いします。
振込口座一般社団法人大阪府断酒会 00960−8−38841

※11月5日を過ぎて申込を取り消された時は､参加費は返金出来ません。
なお11月5日迄に取り消しの方は、資料代として1，500円と送料実費をいた
だきます。

申 込 先 大阪府断酒会内 近畿ブロック断酒学校事務局
〒 5 8 1 - 0 0 3 8

大阪府八尾市若林町1−70−1樋口ビル1−203
T E L O 7 2 - 9 4 9 - 1 2 2 9

F A X O 7 2 - 9 3 a _ = 1 2 2 0

携 行 品

駐 車 場 駐車場のご利用は､係員の指示に従って下さい。
乗用車は22:00～6:00迄は通行止めとなります。

mail  :  osakahu.dansyukai.yao@gmail.com

筆記用具、洗面用具、健康保険証 等。
※今年度よりスリッパは各自でご用意ください。

そ の 他 男女年齢を問いません｡ただし合宿生活ですから自由行動は取れません。
施設の決まりを必ず守って下さい。
また､期間中飲酒した方は即刻退校して頂きます。

送迎バスの運行一送迎バス(無料)の運行を致しますので､ご利用下さい。

1 1月 1 5日（

夜食の準備はありません。

1 5 日

1 7 日
水間観音駅前11:30発 → 少年自然の家
少年自然の家 1 2:30発 → 水間観音駅前

で下さい。 ’
|吟

※ 

※



第26回近畿ブロック断酒学校日程表

A『断酒会の活性化』を考える勉強会11月16日(i) 10:20～11:50  2階大研修室

B.分科会11月16B (土)  13:00～15;00

イ 酒害者を子にもつ親の会
Q . A Cの会

C.『家族会のあり方』についての勉強会11月16B (土) 15;20～17:20  2階大研修室

講師医療法人 聖和錦秀会阪和いずみ病院角田 三穂子 先生

D分科会11月16日(土）19:00～21:00各別室にて
イ，家族会

口．アメシスト

ハサブグループシングル
ニ 虹の会

2階 大研修室
C 2 談話室

A 1 談話室

2階 中研修室

’ ．

室 

室

話 

話

談 

談

１ 
２
Ａ
Ｂ

11月15日（金） 11月16日（士） 11月17日（日）

受付 1 1 : 0 0～ 1 3 : 0 0

昼食 1 2 : 0 0～ 1 3 : 0 0

開 校 式 13 :00～13:30

オリエンテーション

自 己 紹 介

断酒研修 ① 13:30～15:10

体憩 1 5 : 1 0～ 1 5 : 3 0

断酒研修②15:30～17:20

夕食 1 7 : 3 0～ 1 8 : 3 0

断酒研修③19;00‾21:00

自由交歓 2 1 : 0 0～2 2 : 3 0

入浴 2 1 : 0 0～ 2 2 : 3 0

消灯 2 2 : 3 0

起床 6 : 3 0

ベット整頓 ・ 室内清掃

朝食 7 : 0 0～ 8 : 0 0

断酒研修④8:00‾10:00

体憩 1 0 : 0 0～ 1 0 : 2 0

断酒研修⑤10:20～11:50

昼食 1 2 : 0 0～ 1 3 : 0 0

断酒研修⑥13:00～15:00

体憩 1 5 : 0 0～ 1 5 : 2 0

断酒研修⑦15:20～17:20

夕食 1 7 : 3 0～ 1 8 : 3 0

断酒研修③19:00‾21 :00
自由交歓 21 :00～22: 30

入浴 2 1 : 0 0～ 2 2 : 3 0

消灯 2 2 : 3 0

起床 6 : 3 0

ベット整頓 ・ 室内清掃

断酒研修⑨
体 憩

断酒研修⑩

7 : 0 0～ 8 : 0 0

8 : 0 0～ 1 0 : 0 0

1 0 : 0 0 ～ 1 0 : 2 0

1 0 : 2 0 ～ l 1 : 3 0

(研修証授与）

閉 校 式 1 1 : 3 0～ 1 2 : 0 0

昼食 1 2 3 0 0～ 1 3 ; 0 0

昼食後解散

玄関前から送迎バス

揃い次第出発

(12 : 30～13:00予定）
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性別等該当欄に○印を記入して下さい。
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※ 全日程参加の方は､全日程の欄のみ丸印を記入。
1 1,000円
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各 位

日時

場所

記

近畿ブロック断酒学校分科会
「ACの会」開催のご案内

謹啓時下皆様方には益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
また普段より全断連の行事にご協力下さり、大変感謝しております。

さて、断酒会でもアダルトチルドレン(A C)の言葉を聞くようになって久しくな
ります。アルコール依存症の親の元で育ち、その体験が成人になっても心理的外傷
となって生きづらさを感じている方は多くいることと存じます。またアルコール問

題だけでなく、いわゆる機能不全家庭で育ち、その悪影響を受け続けていると感じる

方も多いことと存じます。

近畿ブロック断酒学校の分科会として「ACの会」を開催し、成育時の体験を語り

同じつらさを抱える方々が聞く場としたく思います。自らの責任ではない過去を振
り返り、解き放たれ、自らを育み自分自身の人生を送る一助をなることを願っており
ます。

11月 1 6日 ( t )  1 3 : 0 0～ 1 5 : 0 0
B 2 談 話 室

謹白

以｣二

令和 6年 8月吉日

公益社団法人 全日本断酒連盟

理 事 長 伊 藤 聰
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令和 6年 8月吉日

公益社団法人 全日本断酒連盟

理事長 伊藤 聰

近畿プﾛｯｸ断酒学校分科会

｢酒害者を子に持つ親の会｣のご案内

親子ゆえ､他人様に迷惑をかけないように､親の私か面倒を看てやらねば。

他人には､迷惑をかけてはいけない｡私が生んだ子なのだから。

私たち､親の血を受け､私たちか育てた子どもだから。

この子の責任は､親の自分たちにあると抱え込み､心を痛める。

断酒会の家族会での体験談は､主に夫婦間の､夫と妻の体験談であり､夫婦の話がほとんど

です｡夫婦は､元は他人であり､いつでも離婚することができる。
親と子では､夫婦間での問題のとらえ方とは根本的に異なっています｡切っても切れない『親
子の縄他人様には計り知れない『血』の繋がりがあります。
同じ悩みを持つ親たちが集まって､共通の悩みに､共に共感し､少しでも心を癒すことができ
れば良いのではないかと始めました。

まだ､断酒会･家族会の中でも十分に理解されていないようですが､酒害者を子に持つ親た

ちの心が少しでも癒され､子どもが一日でも早く酒害に気づき､断酒を決意して､断酒継続が
できますことを願っています。

今年も近畿ブロック断酒学校で下記の通り開催します。家族の方々の多数の入校をお待ちし
ております。

日 時 11月16日（土）13:00～15：00

場 所 A 1談話室

記

以上

各 位

●

｡

●



各位

『家族会のあり方についての勉強会』のご案内

謹啓 時下皆様には益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
いつも全日本断酒連盟の行事に御協力下さいまして感謝致しております。
さて､近年の社会情勢の変化と酒害問題の多様化は､従来の断酒会活動では対応しきれないものがありま
す｡そこで､全断連はその対策の一環として､全断連主催の断酒学校にそれぞれ一つの役割を持ってもら
い､現状の停滞打破を目指すこととしております。
全日本断酒連盟では､平成12年度より『全断連葉山セミナー』(現在の『全断連セミナー』)に家族の方 に々
参加いただき『家族の回復』をテーマに勉強会を開催しております｡また近畿プﾛｯｸ断酒学校では､『家族会
のあり方』について取り組んでまいりました｡これからもこの問題を引き続き重点的に取り上げていきます。
全日本断酒連盟の中でも近畿プﾛｯｸは近代的な大都市もあると同時にローカルな地域もあり､都市文化と
地方文化が混在しております｡また､第一世代の家族とはまったく異なった価値観を持つ若い年齢層も非常
に多く､家族会についても様 な々意見の違いがあるようです。近畿プﾛｯｸ断酒学校で家族会についての議
論が深まれば､より幅広い発想で家族会の方向性が打ち出され､全国の家族会のモデルづくりが可能になる
のではないかと考えております。

大変ご多忙中とは存じますが､上記趣旨をご理解の上､家族の方 の々多数の入校をお待ちしており主す‐

令和6年8月吉日

公益社団法人 全日本断酒連盟
理事長 伊藤聰

家族の方 の々多数の入校をお待ちしております。

令和年11月16日(士)15:30～17:20
2階大研修室

医療法人医療法人聖和錦秀会 阪和いずみ病院
角田三穂子 先生

謨白

以上
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記
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公共交通機関でのアクセス

己

匹碓、バスの増合

水間観音駅～少年自然の家 バス時刻表
※少年自然の家バス停から会場まで急な坂道が続きます。

命．人販府』>少年自然の家
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